
2
6
3
人
が
新
た
に
仲
間
入
り

　

令
和
4
年
度
同
窓
会
入
会
式
が
2
月
28
日
、
母

校
体
育
館
で
行
わ
れ
、
卒
業
生
2
6
3
人
が
新
た

に
会
員
と
な
っ
た
。
毎
年
、
卒
業
式
前
日
に
行
わ

れ
る
入
会
式
。
過
去
2
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
予
防
の
た
め
、
県
外
で
国
公
立
大
学
の
前

期
試
験
を
受
験
し
た
生
徒
の
待
機
期
間
を
考
慮

し
、
卒
業
式
を
3
月
3
日
に
行
っ
た
た
め
3
月
2

日
に
実
施
さ
れ
た
が
、
今
年
は
3
年
ぶ
り
に
例
年

通
り
の
日
程
で
行
う
こ
と
が
で
き
た
。

　

初
め
に
銭
谷
眞
美
会
長
が
、「
高
校
3
年
間
に

何
か
し
ら
心
に
残
る
経
験
が
あ
っ
た
と
思
う
。
思

い
出
を
大
切
に
、
選
ん
だ
道
を
堂
々
と
歩
ん
で

い
っ
て
ほ
し
い
」
と
歓
迎
の
辞
を
述
べ
た
。

　

同
窓
生
代
表
と
し
て
挨
拶
に
立
っ
た
の
は
、

武
藤
工
芸
鋳
物
の
専
務
取
締
役
、
武
藤
元
貴
さ

ん
（
平
成
20
卒
）。
高
校
時
代
か
ら
地
域
の
活
性

化
や
、
竿
燈
祭
り
に
熱
中
、
東
京
農
工
大
学
大

学
院
で
は
稲
作
地
帯
の
副
産
物
で
あ
る
稲
わ
ら

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
活
用
に
つ
い
て
研
究
し
た
。

東
京
で
も
地
域
の
盛
り
上
げ
に
携
わ
ろ
う
と
イ

ベ
ン
ト
会
社
な
ど
で
働
い
た
後
に
帰
郷
。
今
は

鋳
物
の
技
術
で
社
会
に
貢
献
す
る
た
め
日
々
研

鑽
を
重
ね
て
い
る
。

　

武
藤
さ
ん
は
東
京
で
年
1
回
行
わ
れ
て
い
る

秋
高
同
窓
会
に
出
席

し
た
時
の
こ
と
に
触

れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
業

界
の
先
輩
の
話
を
聞

く
こ
と
が
で
き
た
の

は
貴
重
な
体
験
だ
っ

た
と
述
べ
、「
転
職

の
時
も
、『
ち
ょ
っ

と
働
い
て
み
る
か
』

と
声
を
掛
け
て
い
た
だ
い
た
り
、
た
い
へ
ん
恩
を

受
け
た
」
と
、
同
窓
会
の
人
脈
が
人
生
の
節
目
で

役
立
っ
た
自
身
の
経
験
を
紹
介
し
た
。

　

さ
ら
に
「
先
輩
か
ら
受
け
た
恩
を
先
輩
に
返
そ

う
と
し
て
も
若
輩
者
の
自
分
に
で
き
る
こ
と
な
ど

限
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
よ
り
も
、
同
窓
会
に
は
毎

年
新
し
い
後
輩
が
入
っ
て
く
る
の
だ
か
ら
、
先
輩

か
ら
受
け
た
恩
は
後
輩
に
送
る
こ
と
に
よ
っ
て
返

そ
う
と
思
っ
た
」
と
述
べ
、
先
輩
か
ら
後
輩
へ
と

「
恩
送
り
」
を
し
て
い
こ
う
と
呼
び
掛
け
た
。

　

続
い
て
、
銭
谷
会
長
か
ら
記
念
品
を
受
け
取
っ

た
新
入
会
員
代
表
の
八
塚
凛
奈
さ
ん
は
、「
こ
の

3
年
間
は
、
常
に
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
翻ほ
ん

弄ろ
う

さ
れ

た
日
々
だ
っ
た
」
と
多
く
の
学
校
行
事
が
中
止
さ

れ
、
友
達
付
き
合
い
や
ク
ラ
ブ
活
動
す
ら
ま
ま
な

ら
な
か
っ
た
高
校
生
活
を
振
り
返
り
つ
つ
、「
秋

田
高
校
の
卒
業
生
で
あ
る
こ
と
を
誇
り
に
思
い
、

同
窓
会
員
と
し
て
活
動
に
参
加
し
て
い
き
た
い
」

と
決
意
を
述
べ
た
。

　

最
後
に
、
過
去
３
年
の
入
会
式
で
は
歌
う
こ
と

が
で
き
な
か
っ
た
校
友
会
歌
を
、
マ
ス
ク
を
し
た

ま
ま
で
は
あ
っ
た
が
、
応
援
団
O
B
会
紫
紺
の
会

の
リ
ー
ド
で
歌
う
こ
と
が
で
き
た
。
生
徒
や
教
職

員
だ
け
で
な
く
同
窓
会
関
係
者
も
感
激
ひ
と
し
お

で
あ
っ
た
。

八塚凛奈さん

同窓会入会式

銭谷眞美会長

武藤元貴さん

　令和５年度通常総会・講演会並びに4年ぶりとなる懇親会を下記
により開催します。

・日　　時� 令和５年６月18日（日）
・場　　所� 秋田キャッスルホテル
� 秋田市中通１-３-５　電話�018-834-1141
・総　　会� 午後２時～
　　� 議題� 令和４年度�決算・事業報告
　　　　　� � 令和５年度�予算・事業計画
　　　　　� � 創立150周年記念事業ほか
・記念講演� 午後３時30分～
� 演題�『汝、何のためにそこにありや』�
� � 講師　佐々木広人氏（平成２卒）
� � �編集者／㈱キュービック�エディトリアルデスク

GM／専修大学文学部講師／アサヒカメラ元
編集長／AERA�dot.元編集長

� ・YouTubeで生配信予定（同窓会ホームページから視聴可）
・懇　親　会� 午後４時40分～
・会　　費� 6,000円　当日会場でいただきます。
・申　　込� �ご出席の方は、今号の同窓会だよりに同封の出欠は

がきに必要事項を記入の上、63円切手を貼り、６月
８日までに到着するよう同窓会事務局にお送りくださ
い。FAX、Eメールでのお申し込み、同窓会ホームペー
ジの「連絡フォーム・行事連絡（総会出席のお届け）」
もご利用ください。

［同窓会事務局］
F�A�X�018-832-9588　　E-mail�:�aki-doso@cna.ne.jp

〜 初の通常総会のお知らせ 〜
　秋高女子卒業生の会である若菜会は、2020年に新
たなスタートを切りました。創立150周年の今年、コロ
ナ禍のため見送られてきた通常総会を再発足後初めて
開催します。多くの女子卒業生に参加していただけるよ
う同窓会総会の日の午前11時30分から行うことにしま
した。総会後、軽食を取りながら情報交換会を行います。

・日　　時� 令和５年６月18日（日）
� 午前11時30分～
・場　　所� 秋田キャッスルホテル
・会　　費� �２，０００円（当日徴収。資料代、通信費、

軽食代を含みます）
・そ　の　他� 記念写真は希望者のみ　
� 別途１，０００円で申し受けます。（当日徴収）
・申　　込� �この「同窓会だより」に同封している同

窓会総会出欠はがきの若菜会の欄に記入
してお申し込みください。

� �同窓会総会申し込みと同様、FAX、Eメー
ルでの申し込みも受け付けます。

　若菜会は秋高女子卒業生の会です。お誘いあわせの
上、多数ご参加くださいますようお願い申し上げます。
午後からの同窓会総会も皆さまご一緒に、ぜひご参加を!

令和５年度総会 ～ ６月 18 日に開催 ～新生若菜会
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